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大
地
震
、
大
津
波
、
レ
ベ
ル
7

の
原
発
事
故
の
複
合
災
禍
に
見
舞

わ
れ
、
半
年
近
く
が
た
つ
。
生
産

水
準
の
急
速
な
回
復
に
加
え
、
心

理
的
な
落
ち
着
き
も
広
が
り
、
復

旧
へ
の
動
き
も
軌
道
化
。
だ
が
、

そ
の
一
方
、
原
発
事
故
の
収
束
メ

ド
は
な
お
不
透
明
で
、
今
夏
は
ま

さ
に
「
節
電
の
夏
」。
多
数
の
方

々
が
依
然
行
方
不
明
な
う
え
、
避

難
や
仮
住
ま
い
、
失
職
や
生
活
難

な
ど
不
安
は
居
座
っ
た
ま
ま
。
将

来
日
本
に
な
お
確
と
し
た
展
望
は

開
か
れ
て
い
な
い
。

で
は
い
か
に
満
身
創
痍
の
日
本

に
突
破
口
を
開
け
、
新
し
い
日
本

の
構
築
へ
の
道
筋
を
付
け
ら
れ
る

か
。
こ
の
設
問
こ
そ
い
ま
、
真
摯

に
取
り
組
む
べ
き
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
だ
。
こ
の
課
題
は
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
「
戦
後
復
興
」

以
来
の
、「
第
二
の
復
興
」
を
い

か
に
成
功
さ
せ
る
か
に
集
約
さ
れ

る
。
そ
れ
故
に
戦
後
60
年
間
の
総

括
の
上
に
、
旧
体
制
の
転
換
を
図

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
、

従
来
の
国
家
設
計
の
概
念
や
立
国

モ
デ
ル
か
ら
離
れ
て
構
想
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
だ
が
巷
間
の
、
多

く
の
復
興
計
画
は
対
症
療
法
的
な

諸
施
策
の
総
動
員
の
趣
が
強
く
、

「
日
本
復
興
」
に
挑
む
戦
略
的
構

想
力
に
欠
く
。

大
震
災
前
の
状
況
へ
の
「
原
状

回
復
」
で
あ
れ
ば
、
眼
前
の
諸
問

題
を
大
車
輪
で
手
当
た
り
次
第
に

解
決
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
だ
が
、

そ
れ
は
震
災
後
1
〜
3
年
の
「
復

旧
過
程
」
で
の
話
で
、
そ
れ
で
は

日
本
経
済
が
震
災
前
の
状
況
に

「
復
旧
」
す
る
だ
け
で
、「
日
本
復

興
」
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
本

年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以

前
の
日
本
経
済
の
状
態
を
振
り
返

れ
ば
一
目
瞭
然
。
90
年
代
、
2
0

0
0
年
代
と
日
本
経
済
は
「
失
わ

れ
た
20
年
（tw
o
lost
decades

）」

に
陥
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
20
年
間
の
年
平
均
実
質
成

長
率
は
0.8
％
の
低
空
飛
行
。
実
は

1
9
9
0
年
代
初
め
の
バ
ブ
ル
崩

壊
と
は
戦
後
日
本
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
体
制
終
焉
の
弔
鐘
だ
っ

た
。
だ
が
、
こ
の
歴
史
的
転
換

に
気
づ
か
ず
、
日
本
は
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
体
制
の
成
功
神
話
に
浸

り
安
眠
を
貪

む
さ
ぼ

っ
た
。
こ
れ
が
「
失

わ
れ
た
20
年
」。
こ
の
点
で
今
次
大

震
災
は
日
本
を
長
期
的
停
滞
か
ら

脱
却
さ
せ
る
、
禍
を
転
じ
て
福
と

な
す
絶
好
の
機
会
に
な
る
。
日
本

復
興
計
画
は
「
復
旧
」
を
超
え
、

新
た
に
輝
く
日
本
を
再
創
造
し
て

い
く
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
（
日
本
再
復
興
）」
に
挑
む
歴

史
的
企
て
と
し
て
捉
え
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

で
は
「
日
本
復
興
」
を
具
現
化

す
る
に
は
ど
う
す
る
か
。
幸
い
日

本
に
は
い
ま
復
旧
・
復
興
に
向
か

う
国
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
膨
大
な
国
民
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
群
の
解
決

に
向
か
っ
て
拡
散
さ
ら
に
霧
散

し
、
日
本
復
興
の
原
動
力
に
集

結
さ
れ
ず
に
終
わ
る
。
だ
か
ら

燃
え
上
が
る
国
民
の
諸
力
を
結

集
、
方
向
づ
け
る
「
結
晶
母
」

か
「
復
興
の
主
柱
」
が
国
民
の
眼

前
に
提
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
日
本
再
復
興
（「
ジ
ャ

パ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」）
の
牽
引

車
と
す
れ
ば
、
三
つ
の
「
変
革
軸
」

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
挑
む
！

〜
日
本
復
興
を
牽
引
す
る
三
つ
の
変
革
軸
〜

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
挑
む
！

〜
日
本
復
興
を
牽
引
す
る
三
つ
の
変
革
軸
〜
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に
集
約
可
能
だ
。

第
一
軸
は
戦
後
復
興
で
安
定
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
担
っ
て
き

た
、
従
来
の
10
地
域
分
割
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
体
制
を
ど
う
再
構
築
す

る
か
だ
。
今
回
の
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
で
原
子
力
依
存

か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

の
議
論
が
世
界
的
に
も
沸
騰
し
つ

つ
あ
る
が
、
21
世
紀
を
担
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ク
ス
は
何
か
、

実
現
可
能
な
持
続
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
民
叡
知

を
結
集
し
た
論
議
が
待
た
れ
る
。

い
つ
ま
で
も
「
節
電
の
日
本
」
を

続
け
て
い
れ
ば
、
企
業
の
経
済
活

動
は
も
と
よ
り
国
民
の
暮
ら
し
の

疲
弊
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま

た
「
脱
原
発
」
は
事
故
衝
撃
の
大

き
さ
や
深
さ
か
ら
し
て
い
ま
や
国

民
の
最
大
関
心
事
だ
が
、
さ
り
と

て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
原
子
力
を

何
時
、
い
か
に
代
替
し
て
い
け
る

か
、
大
局
的
か
つ
戦
略
的
で
フ
ィ
ー

ジ
ブ
ル
な
論
議
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
二
軸
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
供

給
網
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
）

の
再
構
築
の
動
き
の
中
で
、
日
本

産
業
の
「
空
洞
化
」
に
い
か
に
対

応
し
て
い
く
か
だ
。
今
次
大
震
災

で
日
本
の
部
品
産
業
が
国
内
だ

け
で
な
く
、
世
界
的
な
供
給
網

に
が
っ
ち
り
と
組
み
込
ま
れ
て

い
る
「
現
実
」
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
寸
断
し
た
供
給
網
の
修
復
は

急
ピ
ッ
チ
に
進
む
か
ら
、
そ
の
正

常
化
は
時
間
の
問
題
。
だ
が
、
こ

れ
で
一
安
心
と
は
い
か
な
い
。
今

回
の
寸
断
で
内
外
企
業
の
多
く
が

日
本
国
内
の
部
品
メ
ー
カ
ー
を
組

み
込
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
体
制

に
強
い
リ
ス
ク
を
抱
き
、
世
界
的

次
元
で
供
給
網
の
再
構
築
に
動
き

出
し
て
い
る
か
ら
だ
。
日
本
の
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
は
国
内
の
部
品
企

業
に
海
外
へ
の
進
出
を
促
す
一
方
、

供
給
網
再
構
築
の
一
環
と
し
て
海

外
で
の
M
&
A
を
急
増
さ
せ
る
。

中
小
の
国
内
部
品
メ
ー
カ
ー
も
従

来
に
な
く
海
外
進
出
（
事
業
の
提

携
・
委
託
・
合
弁
や
M
&
A
）
に

意
欲
的
。
海
外
企
業
も
日
本
国
内

か
ら
の
調
達
リ
ス
ク
を
意
識
、
日

本
以
外
で
の
再
編
を
画
す
ほ
か
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
安
定
化
を

考
え
、
日
本
へ
の
直
接
投
資
に
慎

重
さ
を
み
せ
る
。
こ
の
結
果
、
日

本
産
業
の
「
空
洞
化
」
が
今
後
一

段
と
拡
大
し
か
ね
な
い
。
ま
し
て

新
興
経
済
と
の
賃
金
格
差
や
そ
の

内
需
市
場
の
急
拡
大
を
勘
案
す
れ

ば
、
日
本
の
「
空
洞
化
」
の
流
れ

は
止
め
よ
う
が
な
い
。
震
災
後
に

勢
い
を
増
す
「
産
業
空
洞
化
」
に

真
っ
正
面
か
ら
ど
う
対
応
す
る
か
、

危
機
感
な
き
論
議
だ
け
が
続
き
、
真

摯
か
つ
戦
略
的
な
論
議
は
不
在
の
ま

ま
だ
。

第
三
軸
は
急
激
な
高
齢
化
の
も

と
疲
弊
化
を
強
め
る
地
域
社
会
を

多
様
に
再
興
す
べ
く
、
地
域
主
権

体
制
を
い
か
に
具
現
化
す
る
か
だ
。

現
時
点
で
は
「
一
億
ガ
ン
バ
ロ
ー

魂
」
の
復
旧
・
復
興
の
熱
気
で
、

日
本
全
国
は
燃
え
上
が
っ
て
い
る

が
、
復
旧
過
程
が
終
了
す
る
3
年

後
前
後
か
ら
地
域
社
会
や
地
域
経

済
の
疲
弊
化
が
全
国
的
に
目
立
っ

て
く
る
。
高
齢
化
に
前
述
の
「
空

洞
化
」
が
襲
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

地
域
再
興
に
は
「
脱
中
央
集
権
」

と
「
廃
県
置
州
」
を
基
本
理
念
に

21
世
紀
型
統
治
革
命
を
待
つ
ほ
か

な
い
。
将
来
日
本
の
命
運
は
ま
さ

に
こ
の
一
点
に
か
か
る
。
地
域
再

興
な
く
し
て
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
は
あ
り
え
な
い
。
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